
学科名：

平成３０年度計画 平成３０年度実行内容

中期目標に対する中期計画の具体的
項目

各部局で、具体的な取組・実行内容
に基づいて計画実行する（具体的に
期限やレベルなど数値目標を挙げて
定量的に記載する）

（平成２９年計画の具体的実行内容
を具体的に期限やレベルなど数値目
標を挙げて定量的に記載する）

年度の中間及び年度末に計画の達成
状況を評価する。 該当する項目に
ついては、セルを分割して、上段に
中間報告、下段に最終報告を記載す
る。

①第１回障がい者学修支援委員会で
内規案を提示し、了承された。また
性同一性障がい学生の対応ガイドラ
インを策定し、本人、保護者に説明
した。委員会は定期2回、臨時1回開
催し、決定した合理的配慮を学科や
各部署の連携のもとで実施するよう
依頼した。②保健室業務を適切に実
施している。学生相談室は、3月末
でのカウンセラー１名の退職にとも
ない新たなカウンセラー1名を迎
え、必要時には学科や各部署とも連
携した学生支援を行っている。

◎ ◎

①今年度より設立された障がい者学修
支援委員会は委員長統括のもと、定期3
回、臨時2回開催し、決定した合理的配
慮を学科や各部署の連携のもとで実施
するよう学長名で依頼し全学的周知が
図られている。「性同一性障がいに関
する対応ガイドライン」および「通称
名等使用等に関する取扱要領」につい
ては、1月大学教育研究評議会にて承認
され、2019年度諸規定に掲載されるこ
ととなった。これにより今年度卒業す
る学生1名について適用され、関連事務
担当者間での対応確認、学生簿の変更
（通称名、性）等、当該学生への説明
がなされた。②委員会業務と並行し
て，委員会適用とならない多くのケー
スについても保健室、相談室での相談
業務を丁寧に行い、必要時には学科や
各部署と連携を取り、見通しを持ち適
切な学生支援を行うよう努めている。
修学上の問題や対人関係の困難を抱え
る学生は少なくないが、関係者間で連
携し対応し解決にあたってきた。8月9
日、2月7日に保健管理センター反省会
を行い、学生相談室カウンセラーとの
意見交換、今後の対応検討等を行っ
た。また、入学予定保護者からの相談
を受け、入学前カンファレンスの時間
を設けている。（本人・保護者・学
科・保健室）電話相談3件⇒カンファレ
ンス2件（3/1時点）

◎ ◎

①4月の学生の定期健康診断を実施
した。また、9月11、12日に教職員
の定期健康診断、ストレスチェック
を実施する。②健康調査票情報の
データ化を進めている。③各種健康
関連情報の提供を進めるとともに、
9月5日のSD研修会の健康講演で、産
業医に依頼し災害時の健康管理・メ
ンタルケアに関する講演を実施し
た。

◎ ◎

①4月の学生定期健康診断（9月には復
学者対応）を実施し、未受診者や精密
検査対象者への指導を行った。特に新
入生については特別な事情のある場合
を除き全員受診、胸部精密検査につい
ては100％受診している。5月23日、9月
26日、1月23日に学校医（精神科）健康
相談を実施した。また、9月11、12日に
教職員定期健康診断を実施し、2月には
未受診者および精密検査未受診者への
受診勧奨を行った。9月にストレス
チェックを実施し、高ストレス対象者
への産業医面談を勧奨した。11月7日に
産業医によるこころとからだの健康相
談を実施した。特定健康診査の結果に
よる対象者への保健指導を5月～12月の
期間に5日間実施した。②健康調査票記
載情報や日々の対応についてデータ化
を行い、必要時には各データと紐づけ
活用できていることも多い。③禁煙、
薬物乱用防止、熱中症、インフルエン
ザ、麻疹などできるだけタイムリーな
健康関連情報の提供を行った。（掲
示、イントラ）7月の西日本豪雨での経
験を受け9月5日のSD研修会の産業医健
康講演（災害時の健康管理・メンタル
ケア）を行った。また、発達障がいや
精神疾患（診断はない場合も多い）の
学生への対応力を上げるため、相談室
カウセラーによる第1回ランチョン勉強
会を実施した。危機対応力を高めるた
め、2月13日に救命講習会を実施した。

◎ ◎

◆中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況の運営について◆

（２）平成３０年度実行内容は、平成３０年計画の具体的取組・実行内容を具体的にかつ定量的（数値的）に記載する。

（１）平成３０年度計画は、就実大学大学院・就実大学中期目標・計画の具体的な取組・実行内容に基づいて計画する。中期目標・計画に関連して、新たな取組がある場合は項目を増やして記載す
る。

就実大学大学院・就実大学の中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況

部局名（学部又は事務部）： 　　　　保健管理センター

学長
評価

担当者
評価

計画達成状況
　部局及び学科における３０年度計画と実行計画

［学生支援］
教育の理念・目的を実現するために
学生支援に関する方針を明確にし、
学生が学修に専念し、安定した学生
生活を送ることができるよう、修学支
援、生活支援および進路支援を適
切に行う。

中　期　目　標 中　期　計　画

計画：平成30年5月7日／中間報告：平成30年9月30日／最終報告：平成31年3月31日

心身の健康保持・増進及び安全・衛生
へ配慮するとともに、学生の人権を保障
し、ハラスメント防止のための措置を適切
に行う。

障がいのある学生に対する支援体制を
整備し、修学支援措置を適切に行う。

①学生，教職員の心身の健康保持増
進に資するために健康診断（教職員
は特定健康診査，ストレスチェック
も）を実施し，適切な事後措置を行
う。
②学生については，相談対応時の問
診や入学時健康調査票の情報に基づ
き，心身の健康上で注意を要する学
生を早期にキャッチアップしメンタ
ル不調者については早期にメンタル
担当者へ結びつける。
③心身の健康教育を充実させ，一人
ひとりの健康づくりを目指す。ま
た，各種相談業務や教育活動を通じ
てセンターについての認知度を高め
る。

①学生は、４月の定期健康診断（９
月に復学者対応）を実施，教職員は
９月に定期健康診断（特定健康診査
を兼ねる），ストレスチェックを実
施する。
②健康調査票情報をデータ整理し，
聞き取り内容を踏まえてリスト化す
る。（学内関係者での情報共有につ
いては同意を得ている）
③年間を通じて，健康教室・掲示等
で各種健康関連情報を提供し病気に
対する知識や予防の啓発を行う。

①学長，委員長の理念に沿い，障が
い者学修支援委員会としての相談窓
口および事務局としての業務を適切
に遂行する。②委員会適用外の多様
かつ複雑なケースについても従来通
り個別的な対応にあたる。

①１）6月までに，委員会内規を策
定し円滑に業務を遂行する。
２）6月までに，性同一性障害の学
生への適切な対応のための，通称名
使用に関する規定策定およびLGBT対
応ガイドライン策定を行う。
３）全学的組織として，学科や各部
署が連携し適切に対応できる方法を
検討する。
②委員会業務と並行して，保健室，
相談室での相談業務も丁寧に行い，
必要時には学科や各部署と連携し適
切な学生支援を行う。



（３）計画達成状況は、年度途中（9月末）、年度末（３月末）に計画の達成状況を部局長及び学長が評価し、次年度計画の参考とする。


